
6

越後平野の「潟」を読み解く本『みんなの潟学』を刊行しました潟研
とぴっくす

新潟市潟環境研究所所長 大熊 孝からのメッセージ
　当研究所では、越後平野の潟と人との共生について、分野横断的に「潟」を読み解く本『みん
なの潟学―越後平野における新たな地域学』を刊行しました。執筆は調査・研究に携わってきた
研究員を中心とし、多様な視点からふるさとの潟の姿を明らかにした一冊となっています。潟に
接することがなかった人にも理解してもらえるよう、巻頭にはさまざまな写真で潟を紹介し、本
文ではわかりやすい表現や資料を用いることを心掛けました。
　「潟」の存在は新潟市という都市の「個性」です。潟は本市の宝であり、いまもなお全国に誇れ
る地域特有の文化を創造し続けています。この本を座右におき、この知見を次世代に繋げていっ
てほしいと願っています。さあ、みんなで「潟学」を始めましょう！

『みんなの潟学―越後平野における新たな地域学』(Ａ５版 144頁)　新潟市潟環境研究所編　
2018年11月　初版第１ 刷発行　ISBN 978-4-9910471-0-7　この本は非売品です。市内の図書館で貸し出しが可能です。

『みんなの潟学』書評� 中静　透／総合地球環境学研究所特任教授・プログラムディレクター

　新潟って、どんなところ？米どころ？みなとまち？水の都？…。
　そうした新潟のイメージを繋ぐ重要なキーワードが
「潟」である。この本では、かつてこの地がいかに潟の多
い場所であったのか、その理由を越後平野の成り立ちから
掘り起こし、豊かな恵みとともに様々な試練ももたらした
潟環境を人間がどう利用し変えてきたのか、その歴史の尊
さと反省を踏まえて、潟という地域の宝を活かした「最先
端」の都市のかたちを提案している。
　信濃川と阿賀野川という大河がともに注ぐ越後平野に
は、水はけが悪く酸素の欠乏しやすい土壌をもつ低湿地が
広がっていた。しかも、時には洪水が起こり、大きな被害
をもたらしていたが、洪水の水や土砂は、流れの速い本流
には溜まらず、潟をはじめとする低湿地がそれを受け止め
ていた。それによって、新潟は天然の良港としての条件を
与えられた。
　越後の先人たちは、そうした低湿地をコメ作りに適した
環境に変えると同時に、洪水の危険を回避するために、数
多くの放水路を作った。それは、「水との闘い」であり、結
果として肥沃な米産地を勝ち取り、洪水の危険性は大きく
低下した。川の流れは細く弱くなり市街地が広がった一方
で、港では浚渫が必要となった。これまで私たちは、こう
した闘いに勝った歴史を、科学技術の発展として誇らしく
思い続けてきた。
　しかし、こうした歴史によって潟はどんどん減ってゆ
き、あふれるほど獲れていたドジョウやウナギが減り、特
有の生き物たちもつぎつぎに絶滅し、潟のめぐみを次々に
失ってきた。洪水を防ぐためにも、無粋で大きな構造物を
作ることばかりが進み、長く苦しい川との付き合いの中で
培われてきた「賢い」防災技術がすたれてきた。湿地が
本来もつ水質を浄化する機能は弱くなって、街中を流れ
る水路の水は汚れた。私たちの生活は水辺から遠のいて、

独特の利用のしかたや文化も失われつつある。子どもたち
にとって川は危険な場所となり、水辺を楽しむことも難し
くなった。それらの変化は近代化ともいえるかもしれない
が、新潟の産業や文化の魅力と特徴を薄れさせ、さらには
生活の豊かさや快適さを失うことにつながっている。この
本は、私たちがほんとうはこのことに気づき始めているこ
と、そして新しい方向性に歩みだすべきであることを、わ
かりやすく教えてくれている。
　最近、潟をはじめとする沿岸域の生態系がもつ機能の再
評価は世界的にも進みつつある。今や、沿岸域の生態系が
もたらす恵みや働き（生態系サービス）を経済価値評価す
ると、おなじ面積の熱帯雨林よりはるかに大きいことがわ
かってきた。ラムサール条約（湿地の保全に関する国際条
約で、佐潟も指定を受けている）でも、個々の湿地だけで
はなく、それを含んだ都市に関しても認証が始まると聞
く。16もの潟を有する新潟市は、この指定を最初に受ける
にふさわしい都市だと言えるだろう。いうならば、「新」し
いコンセプトで「潟」を考え始めた最先端の都市「新潟」
を世界が見つめているのである。
　この本は、人間の営みと沿岸域の生態系の深いかかわり
を知りその将来を考えることによって、都市と自然の在り
方を探るために必読の一冊である。
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7

潟にまつわる写真を巻頭カラーの口絵ページで紹介 読み切り2ページを基本として各分野から45タイトルを掲載

【ヨシ】
右写真は、例年３月頃に潟の
環境保全のために潟中のヨシ
原に火入れをする「新芽呼ぶ
ヨシ焼き」です。福島潟では、
潟のヨシを原料に手すき和紙
を作る活動が行われています。

【地引網漁】
11月になると佐潟での地引網や
刺網での漁がはじまります。2
艘の舟で魚を追い込みながら行
う地引網漁は、漁師たちの冬場
の楽しみとして続けられていま
す。3月の佐潟まつりで鯉汁が
販売されます。（右の写真はライ
ギョのからあげと鯉汁）

福島潟
【ヒシ】
かつて潟端の集落の女性たちはヒシ
の実を収穫し、ゆでで市

いち

に出しまし
た。ゆでると中身はホクホクとして
美味しいです。ヒシを使った「ひし
ちまき」は水の駅「ビュー福島潟」
やイベント等で味わえます。

佐潟
【ハスの花とり】
ハスは夏になると淡いピンク
色の花を咲かせます。お盆の
時期、早朝にハスの花とりが
行われ、花や花

か

托
たく

はお供え用
として地元の小売店で販売さ
れます。

鳥屋野潟
【潟文化を支える漁師たち】
かつて投網や刺網、ハエナワやヤス突きなど、様々な方法で潟の
漁が行われていました。漁に携わる人は少なくなってきましたが
今でも冬場に刺網漁を中心に行われています。近年、メナダやコ
イなど潟の魚を食する催しや、周辺レストランが期間限定で潟の
魚をメニューにする試みを行っています。（右は鯉のワイン煮）
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写真１
上）新潟市から絶滅したヒツジグサ。
新潟県内の山地部にはまだ残っているが、低地
部ではほとんど見られなくなった（写真は尾瀬ヶ
原にて撮影したもの）。
下右）新潟県から絶滅したムジナモの標本写真。
新潟市植物資料室蔵（1910年新潟市小針にて採集）。
下左）新潟市から絶滅したヒシモドキの標本写真。
積雪地域植物研究所蔵（1928年福島潟にて採集）。

図１　
福島潟、鳥屋野潟、佐潟の水草（抽水
植物を除く）の確認種数の経年変化。
2014 年まで出版されている論文や報
告書を元に作成。ここでは、『日本の
水草』（角野、2014）において主とし
て抽水状態の形態をとるものとされた
植物を抽水植物として扱っている。調査年
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　・潟の恵みいろいろ　　　　・四季のうつろい
　・越後平野の生きもの　　　・越後平野の変遷
　・明治後期の越後平野　　　・にいがたの「潟」

Ⅰ　越後平野の大地―成り立ちと開発
１　越後平野の生い立ち①
　　　―川を引き寄せた地殻変動―　…………… 澤口晋一
２　越後平野の生い立ち②
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●潟のたね⑤
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36　日本人の伝統的な自然観とこれから
　　　―山川草木悉有仏性―　…………………… 大熊　孝
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